
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年末の１２月１９日に PTA 臨時総会を開催しました。 

次年度のＰＴＡ役員の選出や活動について、生徒数の減少に伴うＰＴＡ会員数の減少

などにより、例年通りのＰＴＡ活動を実施していくことが困難となっており、そのた

めに役員数の検討や活動の見直しを図るために臨時総会を行いました。ＰＴＡ本部役

員は、７名から３名に定数を変更し、学校行事について精選して各部会や学級役員を

廃止して、誰もがＰＴＡ役員を務められるようにしました。体育大会や人権講演会、

親子清掃などは学校行事として開催し、ＰＴＡには共催行事といたしました。交通安

全指導や学校環境デー等については、学校より保護者全員に協力をお願いさせていた

だきます。新２・３年生の保護者の約８割がＰＴＡに加入いただきましたので、ＰＴ

Ａの声も行政に届きやすいと思います。学校としても環境整備などの面で心強く思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  

 

校  Ｅ   Ｓ   Ｎ   Ｗ  
名張市立赤目中学校 学校だより 令和５年２月号 

〇令和６年３月１３日（水）の１０時００分より開始します。 

 

〇参加生徒は、卒業生（現３年生）と在校生の代表と吹奏楽部の生徒のみです。他の
１・２年生は参加しません。 

※会場の都合で保護者の方は、生徒１名につき２名までとさせていただきます。 

ご協力お願いいたします。 

 

〇式は、９０分で執り行う予定です。 

 

〇来賓の方のご参列については、ＰＴＡ会長と学校運営協議会委員のみとさせて 

いただきます。ご理解よろしくお願いいたします。 

 

PTA臨時総会を行いました。 

おかげで体育大会ができました。 
楽しく人権について学ぶことができました。 



 

 

 

 

１月１９日(金)の５限目、人権教育総合推進地域事業の公開授業をしました。２年

１組で、識字学級に通う「おばあちゃん」と、中学生の「ゆかちゃん」との手紙のや

りとりを題材にして、自分自身に焦点を当てて考える学習をしました。７０歳を超え

てから字を学ぼうとするおばあちゃん、そんなおばあちゃんから「勇気」や「希望」

をもらい、あきらめかけていた目の前の壁に立ち向かおうとするゆかちゃん。二人に

とってお互いがどのような存在だったのか。自分たちと年が近いゆかちゃんに姿を重

ね、「どうしたら自分たちはそんななかまになれるのか」、「なかまと共に困難に立ち

向かっていくために、自分ならどうするか」考えました。 

２６日（金）の５・６限目に学年なかま集会を行い、 

なかま学習で学んだこと、感じたこと、自分の考え 

などを出し合い、活発な交流ができました。この学 

習を通して、「差別を自分の事としてとらえる」、 

「自分を大切にし、なかまを尊重する」人(集団)に 

なってほしいと思います。 

この赤目中学校区人権教育総合推進地域事業は、 

令和５年度・６年度の２年間で校区の小中学校が 

「すべての子どもたちの自己実現」を目指し取り組んでいる事業です。①差別を自分

事ととらえる力②自分を大切にし、なかまを尊重できる力③主体的に行動し、なかま

と協働できる力の３つをつけていきたいと思います。そのためには、学校だけの学習

だけでなく、家庭や地域が一体となった取組が必要となりますので、今後ともよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ  今後の学校行事予定 

２月 ５日（月）県立高校前期選抜入試              

２月 ６日（火）県立高校前期選抜入試 

２月 ７日（水）なばりスタディ・チャレンジ（１年） 

２月 ８日（木）C.S推進協議会 

２月１５日（木）卒業テスト（３年） 

        県立高校前期選抜入試内定発表 

 ２月１９日（月）３年生個別懇談会（～２１日） 

２月２０日（火）学年末テスト（１・２年）～２２日（木） 

３月 １日（金）３年生を送る会 

３月１１日（月）県立高校後期選抜入試 

３月１３日（水）卒業証書授与式 

赤目中学校区人権教育総合推進地域事業の公開授業をしました。 

クラスなかま集会の様子 

（２年生） 


